
秋本番－。全国各地で秋のお祭りがたけなわの

10月9日、猪熊の鷹見神社では、秋祭りの前夜祭が

行われました。

神社下のバザー会場も盛りを過ぎた午後7時、い
かくら

よいよ今宵のメインである神楽が始まりました。

笛や太鼓に合わせて舞うこの神楽は「筑前神楽」

といい、旧筑前の国に古くから伝わる伝統的な古典
めんかくら

芸能です。神楽は、面を付けて神話を舞う「面神楽」
さとかくら

と、面を付けないで舞う「里神楽」があります。

日ごろは静がな神社も、この日はお年寄りから子

供まで大勢の見物客で夜遅くまでにぎわいました。

「



黄金色の稲穂に囲まれて建設中の南部公民館

園
地
帯
に
囲
ま
れ
て
、
南
部
公
民
館
と
水
巻
ふ
れ
あ
い
広
場
の
工
事
が
着

れ
て
い
ま
す
。
南
部
公
民
館
は
、
ゆ
と
り
あ
る
生
涯
学
習
を
進
め
る
た
め

て
、
来
年
三
月
に
完
成
。
ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
公
民
館
と
一
体
と
な
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
来
年
三
月
に
一
部
が
完
成
し
ま
す
。

一
つ
の
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
に

和
室
や
会
議
室
が
便
利
で
す

町
民
の
生
涯
学
習
と
憩
い
の
場
と
し

て
、
下
二
の
水
巻
南
中
学
校
西
側
に
南

部
公
民
館
と
水
巻
ふ
れ
あ
い
広
場
の
謹

穀
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「

南
部
公
民
館
は
、
生
涯
学
習
を
育
む

た
め
に
、
地
域
の
人
た
ち
に
密
着
し
た

学
習
・
文
化
活
動
を
推
進
す
る
目
的
で

計
画
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
屋
建
、

2



へ

延
べ
床
面
積
九
百
五
十
五
平
方
㍍
（
約

二
百
八
十
九
坪
）
で
、
総
事
業
費
は
約

四
億
五
千
九
百
万
円
で
す
。

内
部
施
設
と
し
て
、
大
ホ
ー
ル
（
二

百
五
十
人
収
容
）
、
和
室
（
三
十
畳
と

十
畳
）
、
会
議
室
（
二
室
）
、
視
聴
覚

室
、
調
理
実
習
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

施
設
の
特
徴
は
、
小
集
団
の
サ
ー
ク

ル
活
動
を
重
視
し
、
身
近
な
地
域
の
人

た
ち
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

十
五
人
か
ら
三
十
人
程
度
が
入
れ
る
和

室
や
会
議
室
を
多
く
取
り
入
れ
た
こ
と

で
す
。
ま
た
、
展
示
場
と
し
て
も
使
え

る
ロ
ビ
ー
や
廊
下
は
、
展
示
作
晶
を
見

や
す
く
す
る
た
め
に
幅
を
4
・
5
㍍
と
広
く

取
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
で

設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 南 部 公 民 館 平 面 図
－

ス

大ホール　　 丁ｌ　 ・　ｒヽ

［　　［ 観
温 大和室 ジ
実
］　　Ｌｊ　＿Ｊ
√「ｌｕ「1

司　　　 廊　 ｔ
ロビー

ノ
訂‘駐
会議室
魁ｉ 。。

　 ／

固

玄関
ｉ蒸壷
ｑ⊥♪

小和室

運
動
広
場
で
汗
を
流
し
て

休
憩
は
ふ
れ
あ
い
広
場
で
…

水
巻
ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
南
部
公
民

館
の
東
側
九
千
三
百
平
方
㍍
（
約
二
千

八
百
坪
）
の
敷
地
に
、
総
事
業
費
約
四

億
五
千
六
百
万
円
を
か
け
て
整
備
し
て

い
る
公
園
で
す
。
用
水
路
を
隔
て
南
北

に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
機
能
を
持
つ
二

つ
の
広
場
で
構
成
。
南
部
公
民
館
と
一

体
と
な
っ
た
利
用
が
可
能
で
す
。

北
側
の
ふ
れ
あ
い
広
場
は
、
四
千
五

百
平
方
㍍
（
約
千
三
百
六
十
坪
）
の
敷
地

に
芝
生
を
敷
き
つ
め
た
芝
生
広
場
や
、

ス
テ
ー
ジ
、
散
策
路
、
休
憩
施
設
、
ト
イ

レ
な
ど
を
備
え
た
緑
地
公
園
で
す
。
子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
く

つ
ろ
げ
る
憩
い
の
場
と
し
て
設
計
さ
れ

ま
し
た
。
一
万
、
南
側
の
運
動
広
場
は
、

敷
地
面
積
四
千
八
百
平
方
㍍
（
約
千

四
百
五
十
坪
）
で
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や

軽
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
多
目
的
広

場
と
、
網
の
ト
ン
ネ
ル
や
砂
場
、
す
べ

り
台
な
ど
の
遊
具
を
設
置
し
た
遊
戯
広

場
が
あ
り
ま
す
。

南
部
公
民
館
は
、
平
成
五
年
三
月
に

完
成
。
水
巻
ふ
れ
あ
い
広
場
も
、
三
月

に
は
一
部
完
成
し
ま
す
。
完
成
す
れ
ば

町
の
第
二
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ゾ
ー
ン

と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

で
し
ょ
う
。
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きれいに
散髪できました
県道の草刈り

10月25日、高松団地や梅ノ木団
地など県道沿いの住民と役場の職

員ら約250人が、県道の草刈りを

行いました。
町のメインストリートをきれい

にしようと、地元住民の人たちで

始められた草刈りも、今年で2年

目。午前9時前から、草刈り機や
鎌、スコップなどを手にした人た

ちが、歩道の植え込みに入り作業
を開始、茂ったカヤなどを刈り取

っていきます。刈り取られた草は

次々とトラックに積み込まれ、歩
道の散髪が進みます。作業もすっ

かり終わった午前11時、道路脇に
張られたテントでは、手づくりの

焼きそばやお茶が準備され、作業
の疲れをいやしました。

10月10日の体育の日、中央公民

館では小原孝さんのピアノコンサ
ートが催されました。

第一部で「月の光」や「エリー
ゼのために」などを演奏した小原

さんは、クラシックのメロディー

に「猪ふんじゃった」をアレンジ
したユニークな曲など、猪を主人

公にした自作の曲を披露。第二部
では「里の秋」や「もみじ」など

の童謡を演奏し、「かえるのう

た」や「茶っみ」のアトラクショ
ンで、会場を盛り上げました。

「私もあんなに弾けたらいいな

あ」と池田奈津子ちゃん（伊左座
小5年）もうっとり。

シャンソン歌手の岸本吾明さん
も友情出演し、楽しく夜がふけま

した。

体育の日に
ピアノはいかが・・・
小原孝ピアノコンサート

石けんづくり寺
環境づくり

国際研修団、浄化施設を視察

10月14日、海外研修団が生活排

水の処理方法を視察のた糾こ水巻

町を訪れました。研修団が町を訪
れたのは、昨年に続き3回目。
マレーシアのマズランさんを団

長とする研修団は、国際協力事業

団が招いたもので、中国、インド、
チュニジアなど8か国の専門員や

関係者ら9人です。

役場で町の概要説明を受けた一

行は、高松下水処理場と土壌浄化
法で排水を処理している二団地を

視察。排水の処理方法や施設につ
いての鋭い質問を次々にしていま

した。最後に中央公民館の調理実

習室で廃油を使ってプリン石けん
を作り、なごやかな雰囲気の中で

研修を終えました。

†八小5・6年

生が十字架の
塔周辺の草取

りをしました

（10／14）

松村チェコさ

ん（頃未）が
丹精こめて育

てた月花美人。

14年目にして
40個もの花を

つけました。

（10／11）



自矧ま人間の心を映す鏡です
「デフ・パペット・シアターひとみ」が演じる人形と仮
面の手話劇「さくらものがたり」が10月26日、中央公民館
で行われました。
町社会福祉協議会と町内の福祉ボランティア団体もとも
しぴの会、が主催するこの催しは、今度で3回目になりま
す。四季を通じて織りなされる自然と人間との開わりを、
山奥の古い桜の木の精が、木の病を治す古老の医者に語っ
て聞かせるという物語。
「仕事を早く切り上げてきました。とてもすばらしい劇
を子供と一緒に楽しませていただきました」と、満足そう
に語る山口良一さん（38歳・猪熊）。
「自然は生きた心を持ち、人間の心を映す鏡です」と、
最後に医者が語ったことばが印象的でした。

上手に書けたかな…

10月11日、中央公民館で開かれた第31回水巻町青少年競
書大会には、251人の小・中学生が参加。学年ごとに分か
れて「あき」や「いもはり」など季節にちなんだ競書課題
に真剣な表情で筆を取り、美しい文字を競いました。
入選作晶は、13日から中央公民館に展示され、17日に入
賞者の表彰式が行われました。入賞者（町長賞）は次のと
おりです。

【小学生】●1年　おがわ　みか　●2年　なべしま　ゆ

ういち　●3年　なかうち　Ｌは　●4年　村上　まき

●5年　吹田　紗耶　●6年　土井　智子

【中学生】●1年　吹田　典子　●2・3年　杉本　沙知

手づくりｉ席にチャレンジ
10月25日、中央公民館では少年教室の生徒たちが豆腐づ

だいごみ

くりに挑戦。手づくり豆腐の醍醐味を味わいました。
町内で豆腐製造業を営んでいる城水朝昭さんと奥さんの
貴代子さんを講師に招き、豆腐づくりのノウハウを教わり
ました。32人の生徒は、6班に分かれて作業開始。ふやか
した大豆をミキサーにかけ、水を加えて煮立てます。それ
をさらしに入れて絞ると豆乳が出てきます。豆乳に砂糖を
入れて味見をした後、ニガリを加えてかき混ぜながら形に
入れるとでき上がり。後は固まるのを待つだけです。つい
待ちきれず豆腐に指を入れてみる子もちらほら。
「初めて作りました。夕ご飯が楽しみです」と、近藤恵
ちゃんと末廣千夏ちゃん（机小5年）。
かたずけを終え、ネギとしょうゆで試食をしました。

はつけよ細い、のこった
各地で秋祭りたけなわの10月10日、頃末の伊豆神社の秋

祭りで、奉納子供ずもう大会が行われました。
境内につくられた土俵には、白いまわしをつけた約60人

のちびっ子力士が勢ぞろい。準備ができると東西に分かれ

て一人抜き戦の始まりです。幼稚園のちびっ子から1年生、
2年生と試合が進むにつれ、会場はにわかに熱気を滞びて

きます。三人抜き戦になると子供の力づよい熱戦に、会場

から「ガンバレ、ガンバレ！」と元気な声援が飛び交って
いました。

境内には、育成会や伊豆水会などの夜店が並び、イカ焼
きやうどんが大繁盛。食欲の秋を満たす子供たちで、夜遅
くまでにぎわいました。



ところを描い

さんの応募の中から
した。これらの絵は、ま

ちづくり事業のなかで活用されます。

「町のシンボル」
田中貴幸くん（猪熊小6年）

「
八
剣
神
社
と

加
藤
敷
打
骨
ヨ
ウ
」

（
頃
末
小
5
年
）

老齢基礎年金

繰り上げ支給と

繰り下げ支給

①　 －．碧㊦

．．一ヽヽ

6

研

与

112
％

ＣＦｒ

／‾

126

．●

14 3
％

16 4
％

188
％

66　 67　 68　 69　 以70
歳　 歳　 歳　 歳　 降歳

繰 り下 げ

老齢基礎年金は65歳から受けられます。希望すれば60歳から

64歳の間でも繰り上げて受けることができます。しかし、受給

年齢によって年金額は減額になり、額は一生かわりません。よ

く考えてから請求しましょう。

次のような制限がありますので注意してください。

①　厚生年金保険や共済組合の期間（1年以上）のある人に60

歳から特別に支給される年金が、65歳になるまで支給停止さ

れます。

⑧　遺族厚生（共済）年金を受けている人が、老齢基礎年金を

繰り上げ請求した場合、65歳になるまではどちらか一万しか

支給されません。

⑧　65歳前に障害者になっても、障害基礎年金は受けられませ

ん。

④　繰り上げ請求すると、寡婦年金を受ける権利がなくなりま

す。

⑤　厚生年金保険などに加入すると、その間の老齢基礎年金は

受けられません。

老齢基礎年金は、66歳以後の希望するときに繰り下げて増額

された年金を受けることができます。ただし、65歳に達したと

きに国民年金のはかの年金給付、または厚生年金保険や共済組

合の年金給付（老齢・退職給付を除く）の受給権者であったと

きは、繰り下げて受給することはできません。

盛りで大変な毎日。
闇にお誕生Ｂを迎え

も膿お姉ちゃんと仲
．く元気に

．　城
3
年
日
月
3
日
生
ま
れ

（
伊
左
座
）

ｅ

　

　

°

　

　

°

　

　

°

　

　

°

　

　

°

　

　

°

ってネ。

き
　
ど
　
み
ず
　
書

わが家のお宝娘のみ－ちゃん

これからも病気をせず元気に
育ってくださいネ。
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住
所
の
呼
び
名
（
住
居
表
示
）
が
、
水
巻
町
の
一
部
の
地
域

で
変
更
に
な
り
ま
す
。

変
更
に
な
る
地
域
は
『
大
字
猪
熊
』
　
（
写
真
）
　
の
地
域
で
、

現
在
の
大
字
名
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
、
『
猪
熊
一
丁
目
』
か
ら
『
猪

熊
十
丁
目
』
ま
で
の
十
区
域
に
分
か
れ
ま
す
。

●
住
居
表
示
が
変
更
に
な
る
地
域

「
大
字
猪
熊
」
の
地
域

●
変
更
の
開
始

平
成
4
年
1
1
月
2
4
日
（
火
）
か
ら

●
新
し
い
『
住
居
表
示
』
を
す
る
と
き

の
基
本
的
な
考
え
方

①
町
名
は
読
み
や
す
く
簡
明
な
も
の

で
、
住
民
の
意
向
を
十
分
反
映
し

て
町
が
決
め
ま
す
。

㊥
区
割
り
は
、
河
川
や
道
路
、
水
路

な
ど
で
わ
か
り
や
す
く
し
ま
す
。

●
新
し
い
住
所
の
表
し
方

例
え
ば
、
水
巻
町
大
字
猪
熊
二
七

四
番
地
は
、
猪
熊
三
丁
目
四
番
一
号

の
よ
う
に
、
今
ま
で
使
用
し
て
い
た

「
大
字
猪
熊
」
で
は
な
く
「
猪
熊
Ｏ

丁
目
〇
番
〇
号
」
と
な
り
ま
す
。

「

∠感圃

●
個
人
で
手
続
き
し
て
い
た
だ
く
も
の

不
動
産
登
記
簿
・
法
人
登
記
簿
・

運
転
免
許
証
・
自
動
車
検
査
証
・
年

金
証
書
な
ど
の
住
所
変
更
（
こ
の
手

続
き
に
必
要
な
手
数
料
や
、
登
記
に

か
か
る
登
録
税
は
無
料
で
す
。
た
だ

し
、
司
法
書
士
な
ど
に
依
頼
す
る
場

合
は
、
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
）

※
住
民
票
や
戸
籍
簿
な
ど
は
、
役
場

で
自
動
的
に
変
更
し
ま
す
。

※
こ
の
「
住
居
表
示
」
の
変
更
は
、

今
後
も
か
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
″

の
た
め
に
、
計
画
的
に
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
の
窓
口

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

猪

は
せ
が
わ
れ
い
な

長
谷
川
礼
奈
ち
ゃ
ん

6
日
生
ま
れ

ロ
田
団
地
）

女の子だけど、お兄ちゃんと
同じくらいわんぱくな礼奈ち

ゃん。でも元気が一番！明る
く素直に育ってネッ。

たすらばかりして、パパ
ママ、お姉ちゃんを困らせて

。でも元気にす
っています。

まうボウ
すく大き

じ
ま
よ
し
あ
き

島
慶
暗
く
ん

3
年
日
月
1
8
日
生
ま
れ

ア



健康づくりシリーズ㊥

ｒ
Ｊ
山
に
ち
紡
保
健
婦
で
す

エ
イ
ズ
Ｑ
＆
Ａ
Ｉ
●
あ
な
た
の
輝
問
星
ス
バ
り
お
答
え
し
ま
す

β

呂
♂
萌
宗
吾
型
所
本
品
高
温
、
低
温
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
で

死
滅
す
る
ほ
ど
で
す
。
で
す
か
ら
、
清

潔
な
も
の
な
ら
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

エ
イ
ズ
は
感
染
し
て
し
ま
う
と
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
し
か
し
、
幸
い
な

こ
と
に
エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス
は
感
染
力
は
弱
く
、
感
染
経
鹿
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
予
防
に
心
か
け
れ
ば
、
心
配
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
エ
イ
ズ
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
に
お

答
え
し
ま
す
。

囲
理
容
院
や
美
容
院
で
エ
イ
ズ

に
感
染
す
る
こ
と
が
な
い
の

で
し
ょ
う
か
？く．レ

カ
ミ
ソ
リ
や
楠
、
ブ
ラ
シ
な

ど
血
液
に
触
れ
た
り
、
皮
膚

力やダニからは
うつりません。

感
染
例
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

囲
エ
イ
ズ
の
感
染
予
防
に
は
コ

ン
ド
ー
ム
が
い
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
ほ
か
に
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
？

コ
ン
ド
ー
ム
は
梅
毒
、
淋
病

と
い
っ
た
性
病
の
予
防
に
長

囲
エ
イ
ズ
は
う
つ
り
や
す
い
病

気
で
す
か
？

い
い
え
。
幸
い
な
こ
と
に
エ

イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
、
大
変
感

に
接
す
る
機
会
の
多
い
も
の
は
、
法
令

で
消
毒
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
こ
う
い
う
場
所
で
の
心
配
は

い
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
こ
の
感
染
経
路
は
報
告
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

染
力
の
弱
い
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
そ
の
た

め
通
常
の
生
活
を
し
て
い
て
、
知
ら
ぬ

間
に
感
染
し
て
し
ま
う
こ
と
は
ま
ず
あ

り
ま
せ
ん
。
気
を
つ
け
る
の
は
、
ウ
イち
つ

ル
ス
を
持
っ
た
人
の
血
液
や
精
液
、
膣

分
泌
液
に
接
触
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。

電車のつり革からはうつりません。

園
エ
イ
ズ
患
者
の
手
を
触
れ
た

り
会
話
を
し
て
も
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
？

握
手
な
ど
普
通
の
接
触
は
大

丈
夫
で
す
。
空
気
感
染
は
し

い
間
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
エ
イ
ズ
に

つ
い
て
も
、
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
感
染
の
危
険
を
少
な
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

は
精
液
中
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
現
段
階
で
は
感
染
を
防
ぐ
に
は
コ

ン
ド
ー
ム
が
も
っ
と
も
有
効
で
す
。

な
い
の
で
、
会
話
を
し
て
も
、
せ
き
、

く
し
ゃ
み
な
ど
か
ら
も
感
染
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
エ
イ
ズ
患
者
と
と
も

に
暮
ら
し
な
が
ら
、
身
の
回
り
の
世
話

を
し
た
り
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
人

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

園
電
車
の
つ
り
革
や
手
す
り
か

ら
感
染
し
ま
す
か
？

そ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
エ
イ
ズ
患
者
や
キ
ャ
リ

ア
（
保
菌
者
）
と
握
手
や
同
席
な
ど
を

し
た
だ
け
で
は
感
染
し
な
い
こ
と
を
十

分
に
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

囲
ホ
テ
ル
や
静
銀
に
備
え
つ
け

の
タ
オ
ル
は
安
全
で
す
か
？

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
体
外
に

あ
る
と
き
は
非
常
に
弱
く
、

（
．

囲
涙
や
汗
か
ら
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
ま
す
か
？

涙
や
汗
、
尿
な
ど
か
ら
感
染

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

蚊
や
ハ
エ
に
よ
ゥ
て
感
染
す

る
こ
と
は
あ
る
の
で
す
か
？

そ
う
い
う
こ
と
は
ま
ず
あ
り

ま
せ
ん
。
感
染
者
の
血
液
を

園
患
者
の
体
内
か
ら
出
た
エ
イ

ズ
ウ
イ
ル
ス
の
寿
命
は
、
ど

れ
く
ら
い
で
す
か
？

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
一
度
体

外
に
出
る
と
数
時
間
で
感
染

●
遠
賀
保
健
所
で
は
、
毎
週
月
曜
日
午

前
9
時
か
ら
1
0
時
3
0
分
ま
で
希
望
者
に

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
査
は
匿
名

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

相
談
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

遠
賀
保
健
所
℡
2
0
1
局
4
1
6
1
番
、

ま
た
は
役
場
健
康
対
策
係
ま
で
。

力
を
失
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

囲
キ
ス
を
し
た
だ
け
で
エ
イ
ズ

に
感
染
し
ま
す
か
？

唾
液
の
申
か
ら
も
エ
イ
ズ
ウ

イ
ル
ス
は
検
出
さ
れ
て
い
ま

吸
っ
た
蚊
に
さ
さ
れ
て
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル

ス
が
体
内
に
入
る
と
い
う
の
は
、
考
え

ら
れ
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
現
在
の

す
。
し
か
し
、
唾
液
中
の
ウ
イ
ル
ス
の

量
は
血
液
な
ど
に
比
べ
、
ご
く
わ
ず
か

な
こ
と
も
あ
り
、
現
在
、
キ
ス
に
よ
る

（



初
の
県
大
会
開
催

第
一
回
福
岡
県
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

10月18日、遠賀川河川敷で開かれた第1回

福岡県ターゲットバードゴルフ大会には、県
内から21人が参加、日ごろの腕を競いました。

【団体】①御牧会Ａ　③御牧会Ｂ　⑧フレッ
シュフルーツ（嘉穂町）【個人】①成清敬

⑧岩崎司（若松区）　⑧大月薦

10月6日、総合運動公園で町

内のゴルファー85人が参加して

グランドゴルフ選手権大会が行

われました。

1位　満田　勉（猪熊）

2位　長江治己（吉田一）

3位　白石貢（伊左座）

災
害
を
斬
る
〃
‥

〝
災
害
を
斬
る
″
第
一
回
剣
道
大
会

1

10月25日、中間南小学校で「災害を斬る

第1回少年剣道大会」が行われました。

遠賀・中間地区防災協会が主催したこの

大会には、遠賀郡内と中間市の小学生の

チーム12団体が参加。接戦の未、机剣道ス

ポーツ少年団が優勝しました。

10月18日、総合運

動公園で社会人ソフ

トボール大会が行わ

れました。町内から

17の地区の選手が集

まり熱戦を繰り広げ

ました。

【優勝】

●Ａパート　吉田二

●Ｂ′マート　宮尾台

●Ｃパート　頃宋北

元オリンピック選手

西川樹理㌔も参加
公民館対抗秋季ビーチボールバレー大会

10月11日、町民体育館で公民

館対抗秋季ビーチボールバレー

大会が行われました。町内から

男子9チーム、女子33チームの

はかに、特別招待として元オリ

ンピック選手の西川樹理さんや

中間市、北九州市のチームも参

加し、ゲームを楽しみました。

【男子】優勝　梅ノ木団地東

準優勝　頃末南

【女子】優勝　梅ノ木団地東

準優勝　高松団地Ｃ

猪熊クラブがスルート勝ち
ママさんバレーボール選手権大会

白
球
、
白
熱
。

社
会
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

10月18日、町民体育館で9チーム105人が参加

し、ママさんバレーボール選手権大会が行われま

した。決勝戦では猪熊クラブと梅ノ木ママが対戦。

猪熊クラブが2対0で梅ノ木ママを破り優勝を飾

りました。

【優勝】猪熊クラブ　【準優勝】梅ノ木ママ

タ



亨問い合わせは

水巻町役場……201－4321

中央公民館……20ト0401

総合運動公園

（体　育　係）……201－4000

（テニスコート）……201題5757

町民体育館……201－3936

武　　道　　館……201－3051

えぶり　山荘……202－6230

身障者センター……201－0794

北九州地区

ふれあい

9：30♭16：00

中間市体育文化センター

●老人大学（院）生実践発表

●地域芸能団体発表

新田神相撲（小竹呵）

はねそ踊り（芦屋呵）

太鼓ミュージカル（中間市）

●特別公演

筑豊楽市楽座

劇団「やしやぶし」

中央公民館（入場整理券を発行します）

農
業
水
産
ま
つ
り
で

実
り
の
秋
を
満
喫
産
　
業

課「
農
業
は
豊
か
な
四
季
の
贈
り
物
」

を
テ
ー
マ
に
、
第
2
7
回
遠
賀
郡
農
業
水

産
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
と
き
1

1
月
1
4
日
（
土
）
午
後
1

時
3
0
分
～
4
時
／
1
5
日
（
日
）
午
前

9
時
3
0
分
～
午
後
5
時

●
と
こ
ろ
芦
屋
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
内

●
催
し
収
穫
感
謝
祭
、
農
産
物
の

品
評
会
、
即
売
コ
ー
ナ
ー
（
野
菜
、

水
産
物
、
植
木
・
苗
木
な
ど
）
、
魚

の
つ
か
み
ど
り
、
生
活
用
品
展
示
即

売
会
、
出
店
コ
ー
ナ
ー
、
演
芸
ほ
か

●
問
い
合
わ
せ
産
業
課

し
く
み
な
ど
、
年
金
に
つ
い
て
の
あ
ら

ゆ
る
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
1
1
月
1
0
日
（
火
）
・
1
1
日

（
水
）
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
役
場
一
〇
一
会
議
室

●
相
談
員
　
社
会
保
険
事
務
所
職
員

●
問
い
合
わ
せ
　
国
民
年
金
係

物
を
大
切
ｌこ

す
る
町
づ
く

り

「
ご
み
減
量
フ
ェ
ア
」
を
開
催

水
巻
リ
サ
イ
ク
ル
連
絡
会

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

電
気
工
事
の
詐
欺
が
多
発

九
州
電
力

年
会
の
相
談
は
お
気
軽
に
。

年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

国
民
年
金
係

「
自
分
の
年
金
は
大
丈
夫
か
し
ら
」

「
こ
ん
な
と
き
の
手
続
き
は
？
」
な
ど

年
金
に
関
す
る
疑
問
や
不
安
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
国
民
年
金
保
険
料
や
年
金
の

最
近
、
北
九
州
市
内
と
そ
の
近
郊
で

九
州
電
力
や
九
州
電
気
保
安
協
会
を
名

乗
り
、
「
安
全
ブ
レ
ー
カ
ー
」
の
取
り

替
え
工
事
を
行
っ
て
代
金
を
受
け
取
る

悪
質
な
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

九
州
電
力
や
九
州
電
気
保
安
協
会
が

直
接
「
安
全
ブ
レ
ー
カ
ー
」
を
取
り
替

え
て
、
工
事
代
金
を
請
求
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

不
審
な
点
が
あ
れ
ば
、
九
州
電
力
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先
　
九
州
電
力
折
尾
営
業
所
合

6

9

1

局

3

8

3

1

番

（

八

幡

西

区

折
尾
四
丁
目
）

「

リ
サ
ィ
ク
ル
を
通
し
て
資
源
や
物
の

大
切
き
を
知
っ
て
も
ら
い
、
「
人
と
物

を
大
切
に
す
る
街
づ
く
り
」
を
進
め

よ
う
と
「
ご
み
減
量
フ
ェ
ア
・
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
・
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ

Ｋ
Ｉ
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
　
き
　
1
1
月
2
9
日
（
日
）
午
前
1
0

時
～
午
後
1
時

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
・
正
面
広
場

●
イ
ベ
ン
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
出
店
は
3
0
店

を
予
定
）
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ

ヨ
ン
（
新
聞
、
雑
誌
、
牛
乳
パ
ッ
ク

廃
油
な
ど
）
、
水
巻
町
の
コ
ー
ナ
ー

（
コ
ン
ポ
ス
ト
の
展
示
ほ
か
）
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

●
問
い
合
わ
せ
　
水
巻
リ
サ
イ
ク
ル
連

絡

会

　

小

池

合

6

4

5

局

3

3

8

8

番
（
リ
サ
イ
ク
ル
麦
の
会
）
ま
で

女
性
に
悩
み
に
お
答
え
し
ま
す
。

巡
国
婦
人
相
談
を
開
催

福
岡
県
婦
人
相
談
所

電話加入権を
公売します
●と　　き11月30日網）年前10

時から
●と　ころ　役場2階201会議室
●公売物件　電話加入権7台
●公売方法　入札11月30日旧）
●代金の納付　当日の納付に限

ります。
●問い合わせ　役場税務課納税係

福
岡
県
婦
人
相
談
所
と
福
祉
事
務
所

で
は
、
巡
回
婦
人
相
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
。
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

●
と
　
き
　
1
2
月
1
日
（
火
）
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
相
談
内
容
　
▽
夫
の
暴
力
や
酒
乱
、

異
性
間
題
の
悩
み
▽
離
婚
問
題
▽
借

金
・
ロ
ー
ン
の
返
済
の
悩
み
▽
性
の

問
題
は
か
家
庭
内
外
の
心
配
ご
と

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
婦
人
相
談
所

℡

（

0

9

2

）

6

5

1

局

4

1

4

3

番
ま
た
は
、
遠
賀
福
祉
事
務
所
8
6

0

1

局

2

1

2

1

番

へ

。

「

●
相
識
内
容
　
▽
旧
軍
人
な
ど
の
恩
給

に
つ
い
て
▽
戦
傷
病
者
に
対
す
る
援

護
に
つ
い
て
▽
戦
没
者
の
遺
族
に
対

す
る
援
護
に
つ
い
て
▽
中
国
な
ど
か

ら
の
引
揚
者
・
未
引
揚
者
に
対
す
る

援
護
な
ど

●
と
　
き
　
1
2
月
2
日
（
水
）
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
八
幡
西
区
役
所
第
3
3
会
議

室
（
八
幡
西
区
筒
井
1
5
－
1
）

●
同
い
合
わ
せ
　
県
援
護
課
援
護
係
℡

（

0

9

2

）

6

5

1

局

1

1

1

1

番

〃Ｊ



差
別
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
。

全
国
同
和
教
育
研
究
大
会
を
開
催

全
国
同
和
教
育
研
究
協
議
会

全
国
水
平
社
創
立
7
0
周
年
の
今
年
、

「
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
び
、
生
活

を
高
め
、
未
来
を
保
障
す
る
教
育
を
確

立
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
起
回
全

国
同
和
教
育
研
究
大
会
が
福
岡
県
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

●

と

　

き

　

1

1

月

2

8

日

～

3

0

日

●
と
こ
ろ
　
全
体
会
・
特
別
部
会
／
北

九
州
市
立
総
合
体
育
飽
（
八
幡
東
区

八
王
寺
町
4
1
－
1
）
℡
6
5
1
局
4

0

0

1

番

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
同
和
教

育

係

8

2

0

1

局

4

3

2

1

番

※
参
加
希
望
者
は
、
教
育
委
員
会
同
和

教
育
係
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
　
1
2
月
2
5
日

●
表
　
彰
　
最
優
秀
賞
（
1
人
）
、
優

秀
賞
（
2
人
）
／
発
表
は
平
成
5
年

3
月
の
予
定

●
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
　
福
岡
県
総

務
部
県
庁
舎
跡
地
対
策
課
愛
称
募
集

係
（
〒
○
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7

－

7

）

℡

（

0

9

2

）

6

5

1

局

1

1

1

1

番

へ

。

名
付
け
親
は
ア
ナ
タ
で
す
。

県
薗
撫
会
館
の
愛
称
を
募
集

福
岡
県
庁
舎
跡
地
対
策
課

福
岡
県
で
は
、
福
岡
市
中
央
区
天
神

の
県
庁
舎
跡
地
に
建
設
中
の
「
福
岡
県

国
際
会
館
（
仮
称
）
」
の
愛
称
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

地
上
1
4
階
、
地
下
4
階
、
高
さ
約
6
0

㍍
の
こ
の
建
物
は
、
ス
テ
ッ
プ
ガ
ー
デ

ン
と
呼
ば
れ
る
階
段
状
の
屋
上
庭
園
が

あ
る
の
が
特
徴
で
す
。
内
部
は
、
音
楽

ホ
ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
、
国
際
会

議
場
な
ど
が
あ
り
、
平
成
7
年
3
月
に

完
成
し
ま
す
。

●
応
募
方
法
　
官
製
ハ
ガ
キ
に
愛
称
1

点
と
そ
の
簡
単
な
趣
旨
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番

号
を
記
入
し
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
一

人
に
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
自

作
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

しめ縄一誌温い丹「

′と　き12月13日（日）午前9時～
′ところ　中央公民館大ホール

′定　員　20人（親子対象）　′材料費　200円

′持ってくるもの
ペンチ（名前を入れて）・ビニール袋

●指　導　遠贅凧の会会員
′申し込み・問い合わせ

中央公民館　ｔ℡201－0401

※電話・ハガキでも受け付けます。定員に
なりしだい締め切ります。

愛
の
お
く
り
も
の

あ
り
が
と
う

し
ぎ
い
ま
し
た

●
吉
田
二
　
　
故
・
中
松
　
健
助
様

中
松
フ
ミ
子
様

●
み
ず
ほ
団
地
故
・
手
嶋
　
猛
　
様

手
嶋
ハ
ル
ヱ
様

町
社
会
福
祉
協
議
会

次
の
万
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

香
典
返
し
と
し
て

●
吉
田
三
　
　
故
・
吉
田
恭
江
様

井
上
ハ
マ
子
様

●
頃
未

●
猪
熊

●
下
二

故
・
小
森
　
藤
吉
様

小
森
美
代
子
様

故
・
荒
井
　
雅
章
様

荒
井
　
幸
子
様

故
・
長
森
三
代
子
様

澄
出
　
和
代
様

●
二

●
頃
末

●
頃
宋

故
・
荒
牧
　
エ
ツ
様

荒
牧
　
福
男
様

故
・
大
山
　
正
雄
様

大
山
　
政
子
様

故
・
高
橋
ツ
ギ
ヱ
様

高
橋
　
梅
男
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
澄
出
シ
ゲ
子
様

●
二

澄
出
　
仁
重
様

故
・
江
島
　
敬
次
様

江
島
　
圭
介
様

はしご車に

乗ってみないか。

●と　　き11月14日仕）ＰＭｌ：00～

●と　こ　ろ　ユニード・ダイエー水巻店

●イベント　体験試乗つ肖火実演など

看

夜

臼日日回回回昌央呈民望

虜働現如払え
著　 書　 名　 】

医　者　の　ホ　ン　ネ 柴　 田　 三　 郎

午　後　の　自　画 像 五　 木　 寛　 之

瑠璃 を見 た ひ と 伊　 集　 院　 静

戦 国大名 と天 皇 今　 谷　　　 明

武　 王　 の　　 門 北　 方　 謙　 三

サ ザ ンス コー ル 高　 樹　 のぶ子

魔　　　　　　　 猷 西　 村　 寿　 行

蜂　 須　 賀　 小　 六 戸　 部　 新十廊

天　 保　 悪　 党　 伝 藤　 沢　 周　 平

信　　　　　　　　 長 重　 門　 冬　 二

十　九　歳　の　地　図 中　 上　 健　 次

レンヒ工ンのひみつ ミヒヤ工ル・エンデ

空　 席　 の　 王　 子 山　 口　 文　 恵

今　江　祥 智　の 本 今　 5工　祥　 嘗

シャッポのない歌 天　 野　 正　 男

ぼ　 る　　 ぼ　　 ら 手　 塚　 治　 虫

封



夢
心
Ｌ
で
廊
習
で
き
る
よ
う

夢
よ
り
も
重
秀
で
い
た
い

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

に
情
熱
を
燃
や
す

畠
田
マ
ツ
ヱ
虐
（
椚
歳
・
高
松
団
地
）

「
こ
ん
な
に
の
め
り
込
も
う
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
練
習
は
楽
し
い
し
、
い
ろ
ん

な
人
と
の
出
会
い
も
あ
る
し
、
試
合
に
勝
っ
て

次
の
試
合
を
ど
う
ク
リ
ア
ー
し
よ
う
か
と
思
う

わ

と
フ
ァ
イ
ト
も
湧
い
て
き
ま
す
」
　
と
語
る
の
は
、

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
監
督
を
し

て
い
る
白
田
田
マ
ツ
ヱ
さ
ん
。

元
来
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
ス
ポ

ー
ツ
は
何
で
も
し
て
い
た
と
い
う
畠
田
さ
ん
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
た
の
は
、
猪
熊
小
学
校

に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
で
き

た
昭
和
四
十
九
年
。
最
初
は
少
し
手
伝
う
つ
も

り
で
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
こ
ろ

か
ら
、
猪
熊
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
〝
猪
熊
マ
マ
″

と
い
う
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
の
チ
ー
ム
に
加
入
し

練
習
を
始
め
、
現
在
は
　
〝
水
巻
球
友
〟
　
と
い
う

チ
ー
ム
の
監
督
を
し
て
い
ま
す
。

「
選
手
が
安
心
し
て
試
合
や
練
習
が
で
き
る

よ
う
に
、
監
督
と
し
て
で
は
な
く
裏
方
と
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
子
供
が
た
く
さ
ん

い
る
の
で
、
練
習
の
と
き
は
な
ど
は
、
コ
ー
ト

の
周
り
は
ま
る
で
保
育
所
の
よ
う
で
す
。
練
習

は
い
つ
も
コ
ー
チ
に
任
せ
、
私
は
も
っ
ぱ
ら
子

守
役
に
専
念
。
け
が
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
特
に

気
を
付
け
て
い
ま
す
」

「
県
大
会
で
は
、
四
十
五
歳
以
上
の
人
で
編

成
さ
れ
て
い
る
姐
に
、
六
十
三
歳
の
人
が
レ
ギ

ュ
ラ
ー
で
出
場
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
体
が
続

く
限
り
頑
張
り
た
い
」
と
、
畠
田
さ
ん
。

十
一
月
二
十
日
か
ら
鹿
児
島
で
行
わ
れ
る
、

九
州
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
大
会
で

〝
水
巻
球
友
〟
　
が
、
福
岡
県
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
す
。
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

・
・
読
Ｈ

車
1
0
月
お
目
、
3
0
日
で
行
政
視
察
研
修

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
訪
れ
た
先
は
、

［使塁

．一㌦

．．

摩ｌ

田
轟
葛
琵
臥
し

（

茄
撫
・
灘
識
＼
貨
鵬
8
超
濃
諮
非
鄭
諦
潅
惑
　
↓
ｌ
害
一
商
運
塑
巴
完
冨
飯
酋
壮
些
智
雷
等
一
時
Ｏ
の
宍
ｇ
一
）
舎
導
一
【
学
理
＼
素
艶
帥
＃
、
み
⊥
！
℃


